
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

｢次世代林業モデル・令和元年度重点政策提言｣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年 6 月 11 日 

 

（一社）日本プロジェクト産業協議会 

森林再生事業化委員会



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



｢次世代林業モデル・令和元年度重点政策提言｣ 

～「伐って、使って、植える」循環型産業の実現に向けて～ 

森林再生事業化委員会 

委員長 酒井 秀夫 

 (一社)日本プロジェクト産業協議会 

専務理事 丸川 裕之 

 

日本プロジェクト産業協議会（JAPIC）森林再生事業化委員会は、産業界の力を結集し、

「次世代林業モデル」の実現に向けた諸活動を精力的に実施してきました。 

この度、令和元年度度の重点政策として、次の 15 項目を提言いたします。 

１ 次世代林業モデルの推進 

  ① 主伐促進とその後の確実な再造林、そのための苗木供給等の体制整備 

     ② 森林経営管理制度を活用した集約化の進展 

     ③ 広域流通モデル連携の実現 

     ④ 森林資源の循環利用モデルの実証 （五木地域森林共同施業団地） 

２ ICT を活用したサプライチェーン・マネジメントの構築 

     ① 施業団地を利用した安定供給システムの構築 

  ② 森林基盤情報整備 

  ③ IoT による高性能林業機械の効率運用と川上～川下の情報連携 

３ 林業人材の育成・確保 

  ① 生産性向上と環境整備の一環としての労働災害“ゼロ化”に向けて 

  ② 林業での幅広い人材起用への環境整備 

４ 国産材利用の拡大 

  ① 建築分野における新たな木材利用の推進 

  ② 大阪万博（EXPO2025)での木材の積極活用 

５ 木質バイオマス利用 

  ① 木質バイオマス燃焼灰の利用促進 

  ② 木質燃料の品質管理と評価基準の普及 

  ③ 木質燃料材の供給における持続性の確保 

  ④ 地域熱利用の普及促進 

 

森林資源を活かし、我が国の林業のため、農林水産省他関係省庁、地方、民間企業

が連携し、本提言が実行されることを強く期待申し上げる次第であります。 

以上 



• 2037 4,000

•

•

/

1

2

0

100

200

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29

0

50

100

150

200

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 0

50

100

150

200

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29

0

50

100

150

200

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 33 35 37 39
ha ha

ha
25-27,000ha

S

ha

28 ha/5 =56,000ha/

102 ha/15 =69,000ha/

3

25,000ha
1,000

1,300-
1,400



→

→

→

4

5

10

10



6

GIS
GIS

ICT
ICT

7

B

ICT



GIS

GIS

GIS

4 /

etc.

8

LPWA Low Power Wide Area
DB

IoT

10
2.6 IoT

9



10

28

3 4

2

27 4.5

11



12

•
•
•

→

10 100 200

Japan

EXPO

13

google map

SDGs

173,000t-CO2
5

EXPO2025
Designing Future Society for Our Lives

People's Living Lab
(SDGs)

Society5.0



3 5

20

3 5

14

15



FIT

•
•
•

16

17


